
2019 年度現代法学部卒業時アンケート

調査対象：2019 年度 3月卒業生 254 名

調査実施日：2020 年 3 月 3 日〜31 日（オンラインで実施）

回答数：171 件

回答率：67.3％

【集計結果】

 東京経済大学は希望していた大学でしたか？

 現代法学部は希望していた学部でしたか？

 あなたが入学を決めた際の入試種別を教えて下さい。
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 入学後の総合的な満足度をお答えください。

①学部の専門分野［法律、政治・行政］に係る教育

②総合教育科目に係る教育

③演習
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④カリキュラム全般

⑤就職活動支援

 次にあげる能力について、大学入学時と比べてどの程度身についたと思いますか？

①幅広い教養：多様な文化、歴史および自然に関する幅広い教養と外国語を身に付けて、持続

可能な地球社会の形成に主体的に関与できる能力（DP1）
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②専門知識：現実の社会問題に触れながら、法と政策に関する専門知識を適切に習得し、社会

を多角的に考えることができる能力（DP2）

③専門知識の活用力：法と政策に関する専門知識と思考方法を活かし、社会における諸問題を

発見し、課題の本質を考察して解決に導くことができる実践的能力（DP3）

④総合的な判断力と行動力：問題解決に必須の論理的思考とコミュニケーション力に裏付けられ

た総合的な判断力と行動力（DP4）
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 入学前と比較して、「東京経済大学はよい大学だ」という思いは強まりましたか？

【分析】

現代法学部は、2020 年 3 月 3 日から 31 日にかけて、2019 年度現代法学部卒業生に卒業時アン

ケートを実施した。総回答数は、171 件であった（卒業生全体に占める割合は、67.3％である）。

例年は、学位記授与時に実施していたところ、2019 年度は、コロナ禍のため、卒業式を実施する

ことができなかったため、期間を設けてオンラインにて卒業時アンケートを実施したことの影響

があり、67.3％の回答率にとどまった。

本アンケートの主たる目的は、卒業時における学生の「満足度」を図るとともに、4年間の学習

での「達成度」を可視化することである。後者の「達成度」について、現代法学部のディプロマ・

ポリシーに準じたかたちで、それぞれアンケート調査を行っている。以下では、総合的な「満足

度」について検討した上で、ついで「達成度」について分析を試みる。

総合的な「満足度」については、①学部の専門分野［法律、政治・行政］にかかる教育、②総合

教育科目にかかる教育、③演習、④カリキュラム全般および⑤就職活動支援の 5 項目に細分化し

て、調査を行った。各調査項目につき、「満足」と「どちらかといえば満足」を合計すると、①92.4％、

②92.4％、③86.5％、④95.3％および⑤85.4％となり、③演習および⑤就職活動支援を除き、90％

を上回る満足度が得られていることが示される。このうち、満足度 90％を下回った③演習につい

ては、90％まで約 4 ポイントほど下回っているが、概ね満足が得られているといってよいと思わ

れる。③演習に関する自由記載欄では、概ね好意的な意見が述べられている一方で、「やりたい演

習に入らなかったから」、「全く望んでいなかった演習を履修せざるを得なかった」などの意見も

表明されている。演習は、履修人数に制限があるため、必ずしも全員の希望に沿うことができな

いことから、やや仕方のない面もあるが、こうしたいわゆる不本意履修者についての配慮は今後

の課題として残されよう。また、同じく 90％を下回った⑤就職活動支援についても、約 5ポイン
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ト下回ってはいるが、概ね満足は得られたといってよいと思われる。⑤に関する自由記載欄では、

概ね好意的な意見が多いが、他方で、キャリアセンターからの度重なる連絡に不快感を示す意見

もあった。本学の就職活動支援は、その手厚さが一つの特色であるが、就職活動中の学生がナー

バスになっていることも多く、その手厚さが逆に精神的な負担になる学生もいるようである。こ

の点については、全学的な対応にかかる問題やキャリアセンターとの相性の問題であるため、に

わかに改善できるものでもないが、今後の参考としたい。

4年間の学習での「達成度」については、現代法学部のディプロマ・ポリシーに準じて、①幅広

い教養（DP1）、②専門知識（DP2）、③専門知識の活用（DP3）および④総合的な判断力と行動力（DP4）

の 4つの項目につき、アンケートを実施した。

①幅広い教養（DP1）については、「かなり身についた」、「ある程度身についた」を合計すると、

75.4％であった。昨年度は 82.1％であったことからするとポイントを下げてはいるが、卒業時に

おける成長実感としては、概ね達成されているものと思われる。しかし、「かなり身についた」が

15.2％であるのに対し、「ある程度身についた」が 60.2％と大幅に上回っており、かつ、②③④と

比べると、「あまり身につかなかった」が 22.2％となっていることから、同項目については改善の

余地があることが伺われる。

②専門知識（DP2）については、「かなり身についた」、「ある程度身についた」を合計すると、

90.6％であり、高い成長実感があったことが示される。もっとも、①と同様に、「ある程度身につ

いた」割合が、60.8％とかなりの比重を占めていることや自由記述欄でもやや消極的意見が散見

されることなどに鑑みると、改善の余地があると思われる。

③専門知識の活用（DP3）については、「かなり身についた」、「ある程度身についた」を合計す

ると、81.3％であり、90％を下回るものの、高い成長実感があったことが示される。もっとも、

①②と同様に、「ある程度身についた」割合が、57.9％とかなりの比重を占めていることから、改

善の余地があると思われる。③に関する自由記述欄では、座学だけではなく、より実践的な授業

を要望する意見もあり、今後の授業運営についての参考としたい。

④総合的な判断力と行動力（DP4）については、「かなり身についた」、「ある程度身についた」

を合計すると、88.3％であり、90％をやや下回るものの、高い成長実感があったことが示される。

もっとも、①〜③と同様に、「ある程度身についた」割合が、57.3％とかなりの比重を占めている

ことから、改善の余地があると思われる。

以上の結果を総合的にみるならば、卒業時アンケート回答者は、総じて高い満足度を得ており、

また、4 年間の学習での達成度についても、比較的高い成長実感をもっていたことが示されてい

ることから、現代法学部のディプロマ・ポリシーは、所々改善の余地はあるものの、その目的を

かなり高い程度で達成したものと評価することができる。
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